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第3四半期連結累計期間 実績 通期計画

2020年9月期
3Q実績

2019年9月期
3Q実績 ※

前年同期比
増減率 ※

2020年9月期
通期計画

進捗率

売上高 3,031 2,121 142.9% 3,325 91.2%

営業利益 306 396 77.3% 453 67.6%

経常利益 326 376 86.8% 425 76.8%

売上高経常利益率（％） 10.8％ 17.7％ ― 12.7% ―

親会社株主に帰属する
四半期純利益

201 233 86.2% 276 73.0%

（単位：百万円）

■売上高は前年同期比142.9％、通期計画に対し91.2%の進捗率。
第3四半期累計期間における過去最高の売上高を達成。

前年同期比及び計画進捗率

※ 当社は、2020年9月期第３四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同期比は参考値となります。
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売上高の推移

■前年同期比+910百万円の増加（成長率 142.9％）
（単位：百万円）
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営業利益の推移

■前年同期比89百万円の減少（成長率 77.3％）
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経常利益の推移

■前年同期比49百万円の減少（成長率 86.8％）
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営業利益増減分析

■売上高の前年同期比が142.9%となり、大幅な増収効果（＋910百万円）となった。
ただし第3四半期連結累計期間における営業利益は、前年同期比77.3％の、306百万円となった。

（単位：百万円）

■ 増加

■ 減少

■ 合計
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貸借対照表概要

負 債

363百万円

資 産

2,232百万円
純 資 産

1,868百万円

負 債

738百万円
（+374百万円）

資 産

2,828百万円
（+595百万円）

純 資 産

2,090百万円
（+221百万円）

2020年6月末2019年9月末



8

株主の皆さまへ

皆様には、日頃から格別のご愛顧賜り、厚くお礼申し上げます。
当社は、おかげさまで昨年6月20日にマザーズ上場を果たしてから1年を経過させて頂きました。
これも偏に皆さまの変わらぬ引き続きの厚いご支援のおかげでございます。心より御礼申し上げます。

上場の際には、たくさんの株主の皆様からご支援を賜り、人材確保、本社移転、システム設備投資等
の取組みのために必要な資金としてご投資頂き、資本増強を果たすことが出来ました。
しかしながら、その後今年に入り、新型コロナウイルス感染症が拡大していく中、私共が上場の際に掲

げておりました目論見の計画が、想定した通りの順調には進まず、皆さまよりご投資頂いた資金が未だ有
効活用出来ていない現状がございます。

このような現状を踏まえまして、長期的視点に立った財務体質と経営基盤の強化に努めつつ、株主
の皆様への利益還元、分配を経営の最重要課題としております当社は、資金の有効活用を図るべきと
考え、今期通期の売上高が過去最高となる見通しとなりましたことを踏まえまして、今期の決算期末に
おきまして剰余金の配当を実施する検討を開始致しましたことを、お知らせ致します。


